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Evolutionary approach and phenomenological approach to the 
psychology of landscapes: 










　 I try to clarify the signiﬁ cance of two approaches, evolutionary and phenomenological, to the 
psychology of landscape. First, they are signiﬁ cant for environmental science itself, because our 
environment is neither a physical nor a geometrical space-time, but a phenomenon which appears for us, and 
also because our environment as a phenomenon has already been value-laden in the evolutionary course of 
our humankinds. Second, main evolutionary-oriented psychological theories, such as Appleton's “prospect-
refuge theory” and “matrix of preference” of Kaplans, are meaningful and productive hypotheses in the 
domain of esthetics of not only natural landscape but also urban one. Third, especially in the study of 
historical urban landscapes, phenomenology, with the concept of intentionality, is a suggestive approach 
which is complementary to evolutionary one. The relationship between these two approaches was discussed 
lastly.
キーワード：環境科学，アップルトンの「眺望―隠れ場」理論，景観の好みのマトリックス，都市景観，
　　　　　 志向性  
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カートライト , 2005, p. 104ff）。そして社会問題























































群の調査研究があり，方法論上の困難にも関わらず一定の有意味な結果を出しているのは興味深いが（Flouri, et. al. ,2014
所載の文献表など参照 )，本稿は景観にテーマを絞っているので割愛せざるをえなかった。
８　アルリッチらの研究へ最近の評価としては，de Kort et al. (2006) 参照。なお，このタイプの研究の具体例として参考まで
に，筆者の研究室での実験的研究を挙げておく (Watanabe, et al., 2008)。ストレス刺戟の後，８分間自然環境ビデオを視聴
する自然条件と，同時間都市環境ビデオを視聴する都市条件とで，生理的指標の変化を測定し，どのような変化の違いが現
れるかの実験である。生理的指標としては，刺戟映像の好 - 悪の指標として心拍率の低 - 高を，刺戟映像に直面しての覚醒
水準の高 - 低の指標として，皮膚電気伝導度水準の高 - 低を用いた。次にこれを，好き嫌いをＸ軸とし，覚醒水準をＹ軸と

























結果は出ていない (Hartmann, P.,& Apaolaza-
Ibáňez, V., 2010 参 照 ）。 中 で 注 目 さ れ る の は










































９　なお，簡略にすぎる本節の記述を補う最近の総説として，Scopelliti et. al (2011) を挙げておきたい。
10　初期人類の進化的適応環境の影響が子どもに強く発現することを示唆する結果は，他の分野でも得られている。, R. L. 



















　表２　好みのマトリックス。Kaplan & Kaplan, 
(1989, p. 53ff)，カプランら (2009, p. 10ff)，
の表と記述を基に著者が作成した。なお，表の説















































































脱 (being away) やひろがり (extent) が効果を強
めるという（Kaplan, 1995。また de Kort, et.al, 
2006 も参照）。また，ひろがりとは単に空間的な
広さを意味するのではなく時間的なひろがりをも
11　カプランらの研究の進化心理学的意義については，進化心理学のマニュフェストである Barknow, Kosmides, & Tooby 
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